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要       約

 本系群の資源量は、南部海域（宮城県、福島県、茨城県）の年齢別漁獲尾数のデータ

を基にVPAによって推定した。本系群は1歳で漁獲加入し、年級群の発生量が各年の漁獲

量と資源量に強く影響する。2005、2007、2010年に生まれた各年級群の豊度が南部海域で

高かったため、2006年以降の資源量は増加した。さらに東日本大震災の影響で2011年漁期

（2011年7月～2012年6月）以降の漁獲圧が低下したことによって2011年以降の資源量が急

増して高位水準となった。太平洋北部系群でも他の系群同様、種苗放流が盛んに行われて

いる。2011年以降、放流数は減少しているものの、2016年は2,669千尾の人工種苗が放流

された。2016年漁期（2016年7月～2017年6月）の資源量は「高位」、直近5年間（2012～

2016年漁期）の資源量の推移から動向は「横ばい」と判断した。資源水準が高位であるこ

とから、ABC算定のための基本規則1-3)-(1)より、現状の資源を有効利用することを管理

目標として、FlimitにFmax、Ftargetに0.8×Fmaxを用いて2019年漁期のABCを算出した。 

Limitは、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Targetは、資源変動の可

能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源

の増大または維持が期待される漁獲量である。現状のF値は2014～2016年漁期の雌雄各年

齢の平均値（0.35）である。2019年漁期は2019年7月～2020年6月である。ABCtarget = α 

ABClimitとし、係数αには標準値0.8を用いた。F値は雌雄各年齢の平均値である。ABCは

10トン未満を四捨五入した。 

管理基準

Target 

/ 

Limit 

2019年漁期 

ABC 

（トン）

漁獲

割合

（%） 

F値 

（現状の

F値からの 

増減%） 

Fmax 

Target 2,320 22 
0.27 

（－22%） 

Limit 2,800 26 
0.34 

（－2%） 

ヒラメ太平洋北部系群－1－

-1760-



漁期年は7月～翌年6月。親魚量は雌雄の成熟魚の重量である。 

2017、2018、2019年漁期の値は将来予測に基づいた推定値である。 

F値は雌雄各年齢の平均値である。 

水準：高位 動向：横ばい

本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 

漁期年
資源量

（トン）

親魚量

（トン）

漁獲量

（トン）
F値 

漁獲割合

（％）

2014 

2015 

2016 

2017 

2018 

2019 

11,030 

10,953 

10,419 

10,526 

10,619 

10,762 

8,263 

8,301 

7,080 

7,171 

7,479 

7,621 

2,992 

3,000 

2,387 

2,717 

2,737 

－

0.36 

0.37 

0.31 

0.35 

0.35 

－

27 

27 

23 

26 

26 

－

データセット 基礎情報、関係調査等

月別全長組成

・市場調査（宮城県、福島県、茨城県）

age-length key（2003年以降、年2回逐次作成）

・生物測定（水研、宮城県、福島県、茨城県）

成長曲線、全長－体重関係

・生物測定（水研、福島県、宮城県）

漁業・養殖業生産統計年報（農林水産省）

自然死亡係数 雄0.25、雌0.21（寿命より推定、田中1960）

漁獲係数 2011～2017年の操業実態（青森～茨城（5）県；震災の影響評価）

以下、参考にした情報

雌雄別年齢別漁獲尾数（北部） 青森県市場水揚げ伝票（青森県）

プールage-wight key；プールage-銘柄 key（北部海域用）

・生物測定（水研、青森県、岩手県）

成長曲線、全長－体重関係（北部海域）

・生物測定（水研、青森県、岩手県）

2016年級加入量 加入量水準の指標

・新規加入量調査（水研、青森～茨城（5）県）

成熟率 ・生物測定（水研）

全長組成 ・市場調査（岩手～茨城（4）県）

混入率 ・市場調査（青森～茨城（5）県）

雌雄別年齢別漁獲尾数（南部）
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1．まえがき

ヒラメは日本沿岸のほぼ全域に分布している。東北海域（青森～茨城県）では、重要な

沿岸漁業資源の一つであり、刺し網、定置網、小型底びき網、沖合底びき網漁業などによ

り漁獲されている。1990年代後半より、全長30cm未満（一部地域では35cm未満）の漁獲

規制が実施されている。

ヒラメ太平洋北部系群の漁獲量は10～20年の間隔で増減を繰り返している。近年では、

2004年の漁獲量が大きく低下した後、増加に転じ、2007～2010年は高い水準となった。

2011年3月の東日本大震災（以下、「震災」という）に伴う漁獲努力量減少の影響で、

2011年と2012年の漁獲量は大幅に減少したが、2013年以降は高い水準に回復した。なお、

太平洋北部系群では10年に1、2回程度の頻度で豊度の高い年級群が発生する（太平洋北ブ

ロック資源管理型漁業推進協議会 1994、渡邉・藤田 2000）。

ヒラメは代表的な種苗放流対象魚種である。東北海域においても1990年代から震災まで

ヒラメの種苗放流が盛んに行われている。近年、放流がヒラメの資源動態に及ぼす影響に

関する生態学的な知見が蓄積されつつあるが、まだ不明の点が多い。今後、資源解析的な

手法を併用して、放流効果ならびに天然資源に及ぼす影響を明らかにする必要がある。

2．生態 

（1）分布・回遊

東北海域では、5～9月に水深20～50ｍの粗砂および砂礫地帯で産卵する。卵は分離浮遊

卵で、水温15℃では約60時間、水温20℃では約35時間で孵化する（安永 1988）。孵化仔

魚は水温16℃では約40日間、水温19度では約30日間の浮遊生活を送った後に変態し、着底

する（Seikai et al. 1986）。着底した稚魚は水深10ｍ以浅の砂または砂泥域で過ごし、全長

10cm以上になると次第に深所に移動する。2歳以上の個体は、主に水深30ｍ以深の陸棚に

生息し、その主分布域は150ｍ以浅である（図1）。 

岩手県沿岸は陸棚域が狭いためヒラメの分布量は相対的に少ない。また岩手県中～南部

沿岸は親潮第1分枝の影響を強く受けるため比較的低水温であり、ヒラメの南北交流の障

壁になっている可能性がある。標識放流の結果では、岩手県や青森県沿岸で放流された個

体は北に移動する傾向が強く（石戸 1990、後藤・佐々木 2015）、宮城県や茨城県沿岸で

放流された個体は逆に放流地点よりも南で再捕される傾向がある（二平ほか 1988）。こ

れらのことから、太平洋北部系群は岩手～青森県と宮城～茨城県の2つの群に分かれてい

る可能性がある。

（2）年齢・成長

満1歳時の全長は雌雄同程度であるが、2歳以上では雌の成長が雄を上回り、大型となる。

青森～岩手県（Yoneda et al. 2007）および宮城～茨城県（Yoneda et al. 2007、図2）の成長

および全長－体重関係式（Yoneda et al.（2007）で使用した標本から計算）は次項のとお

りである。なお、本事業により当該海域で採集された個体の最高年齢は、雌は12歳、雄は

10歳であった。 
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 ①成長式 

  Ａ．青森～岩手 

   ♀ L＝107.2(1-e(-0 10(t+2 13))) 

     ♂ L＝61.9(1-e(-0 21(t+1 87))) 

    Ｂ．宮城～茨城 

      ♀ L＝99.2(1-e(-0 19(t+0 96))) 

      ♂ L＝88.3(1-e(-0 14(t+1 94))) 

 ②全長－体重関係 

  Ａ．青森～岩手 

      ♀ W＝7.16×10－3×L3 11        

    ♂  W＝5.87×10－3×L3 16        

    Ｂ．宮城～茨城                      

       ♀ W＝5.56×10－3×L3 18       

       ♂  W＝6.99×10－3×L3 12  

 

Lは全長（cm）、Wは体重（g）、tは年齢である。年齢の起算日を7月1日とした。 

 

（3）成熟・産卵 

 産卵は数十回にわけて行われる多回産卵である（竹野ほか 1999、Kurita 2012）。飼育

下では2ヶ月以上にわたってほぼ毎日産卵を行う（平野・山本 1992）。東北北部海域にお

ける最小成熟サイズおよび成熟年齢は、雄では全長35cmで満2歳以上、雌では全長44cmで

満3歳以上である（北川ほか 1994）。東北南部海域では、雌の最小成熟全長は42cmで、

満2歳のごく一部が産卵に加わる。2歳で産卵する割合は年によって変動する。雄の最小成

熟全長は30cmで、2歳魚の全ての個体が成熟する。本評価報告書では年齢別成熟率（図3）

をもとに、雄の2歳以上魚および雌の3歳以上魚の資源量を親魚量として計算した。仙台湾

から常磐海域における産卵期は5～9月で、6～8月が産卵盛期である。 

 

（4）被捕食関係 

 着底後の稚魚は甲殻類のアミ類を主に摂餌するが、全長10cm以上になると、主に魚類、

イカ類を捕食するようになる。一方、着底直後のヒラメはエビジャコ類によって被食され

ること、着底後1～2ヶ月の間には、1～2歳のヒラメを含む大型魚類によって被食されるこ

とが報告されている（古田 1998）。 

 

3．漁業の状況 

（1）漁業の概要 

 東北海域ではヒラメは沖合底びき網・小型底びき網・刺網・定置網等により漁獲されて

いる。漁業は周年行われているが、1歳魚が漁業に新規加入する秋に漁獲量が増加する。

近年、資源の保護・管理を目的として、漁具漁法、目合制限、操業時期などのさまざまな

規制措置が行われている。特に全長制限（30cm未満、一部地域では35cm未満）が各県で

実施されており、30cm未満の当歳魚の漁獲はほとんどない（図4）。 
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（2）漁獲量の推移

東北海域におけるヒラメの漁獲量は10年程度の周期的な変動をしている（図5、表1､表

2）。1996～2002年まで2,000トン前後であった漁獲量は、2003～2005年に1,169～1,545ト

ンに減少した。しかし、その後は増加し、2006年以降の漁獲量は概ね2,000トン以上を維

持している。2011、2012年は震災に伴う漁獲努力量の大幅な減少のため、漁獲量は一時的

に大きく減少したものの、漁獲努力量の回復と資源量の増加によって2014年と2015年の漁

獲量は3,000トンを超えた。2016年と2017年の漁獲量は2,353トンと2,437トンに減少したも

のの、依然として高い値を維持している。なお、漁獲量の長期的な変動傾向は北部（青森

～岩手県）と南部（宮城～茨城県）で概ね同調していたが、南部では震災後に漁獲量が増

加しているのに対し、北部では増加がみられず、近年は海域によって傾向が異なっている

（図6）。

（3）漁獲努力量

 本系群のヒラメは多様な漁業によって漁獲されており、操業形態も地域により異なって

いる。このため、全体の指標となる漁獲努力量の把握が困難である。

4．資源の状態 

（1）資源評価の方法

 南部海域（宮城県・福島県・茨城県）の雌雄・年齢別の漁獲尾数を用いて系群全体の雌

雄・年齢別漁獲尾数を推定するとともに、VPAによって資源量を推定した（補足資料1、

2）。解析は漁期年（7月～翌年6月）単位で実施し、1990～2016年漁期を対象とした。

1990～2016年漁期の漁獲量は表3の通りである。なお、VPAによる解析の際、直近年

（2016年）のF値は震災前3年間（2007～2009年漁期）の平均値に2016年漁期の漁獲努力量

の対震災前割合（0.440）（栗田ほか2018）を乗じた値を用いた。

（2）漁獲物の年齢組成

漁獲物は、これまで、尾数、重量ともに全長50cm以下の1、2歳魚が主体となっていた。

しかし、2010年の卓越年級群発生、ならびに震災の影響で漁獲努力量が大幅に減少したこ

とによって小型魚の生残率が増加し、震災後は3歳以上の漁獲量、漁獲尾数が増加してい

る（図7、図8）。 

（3）資源量と漁獲割合の推移

VPAで推定した資源量と資源尾数を図9、図10と表4に示した。資源量は、1990年代前半

は2,000トン前後であったが、1995~2002年は4,000トン前後に増加した。2003年と2004年は

3,000トン以下に減少したものの、2005年降は再び増加し、2006年~2010年は5,000トン前後

となった。2011~2013年はさらに急増し、2013年には1万トンを超えた。その後も資源量は

1万トン以上を維持し、2016年漁期の資源量は10,419トンと推定された。なお、親魚量

（雌の3歳以上魚、雄の2歳以上魚）は2012年と2013年に急増し、2013～2015年は8,000ト

ン以上となった（図11）。2016年はやや減少したものの、7,080トンと推定され、引き続

き高い値を維持している。
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ヒラメの資源量は1歳魚の加入量変動の影響を強く受ける。1994年、1995年と1999年、

さらに、2005年、2007年、2010年に生まれた群（年級群）の加入尾数が多かった（図12）

ことで、1990年代後半から2000年代初めの資源量と2006年漁期以降の資源量が増加したと

考えられる。また、2010年漁期以降は、2010年級群の加入尾数が多かったことに加え、震

災によって2011年と2012年の漁獲努力量が減少し、小型魚を中心に生残率が高まり、資源

量が急増したと考えられる。 

推定結果に与える仮定値の感度分析として、資源量推定の際に仮定した自然死亡係数

（M）が資源量、産卵親魚量、加入尾数に及ぼす影響を図13に示す。資源量については、

Mの推定値を1.5倍にした場合は推定値が116～140%に増加し、0.5倍にした場合は75～88%

に減少した。なお、自然死亡係数による推定値への影響は、高齢魚の割合が高い近年ほど

大きい傾向があった。 

1990年以降の推定資源量と漁獲量から計算した漁獲割合は、震災前は40~53％で推移し

ていたが、震災直後の2011～12年漁期は19%と18%に低下した。2013年以降の漁獲割合は

23~27％に上昇したが、震災前の約半分の水準となっている（図9、図10、表4）。 

F値は、雌雄とも年齢によって大きく異なり、特に2003年以前の雄の2歳魚の値が高かっ

た（図14、図15）雌雄の平均値で見ると、震災前は0.53~0.97の範囲であったが、2011年に

0.37、2012年には0.21に大きく低下した。2013~2016年も0.31~0.37の範囲にあり、震災前の

水準と比較して低い値となっている（図16）。雌雄別の平均F値は、1994年を除き、雄の

ほうが高かった。 

 

（4）再生産関係 

 2013年に親魚量が急増する以前の1990~2012年級群の再生産成功率は、1994年（4.54尾

/kg）、1995年（3.87尾/kg）、2005年（5.26尾/kg）に生まれた年級群で高い値を示した

（図17）。これらの値を除くと、再生産成功率は、0.61~2.69尾/kgの範囲（平均1.57尾/kg）

であった。親魚量が増加した2013年級群以降は、0.35~0.44尾/kgの範囲であり、親魚量が

増加する前と比較して低い値となった。親魚量と加入尾数の間に明瞭な関係は認められな

いものの、親魚量が増加した2013年級群以降は、加入尾数の変動が少なく、比較的高い水

準で安定している（図18）。新規加入量調査結果においても同様に、近年の加入尾数が比

較的高い水準で安定している傾向がみられている（補足資料3）。近年の高い親魚量が加

入尾数の安定に寄与している可能性がある。 

 

（5）資源の水準・動向 

  従来から、震災前20年間（1990～2009年）の資源量推定値の最大値（5,974トン）を3等

分して、低位と中位（1,991トン）、中位と高位（3,983トン）水準の区分としている（栗

田ほか2018）。2011年漁期以降、2010年と比較して資源量が大幅に増加しているが、VPA

による近年の資源量推定結果はデータの追加によって大きく変化する可能性があることか

ら、近年の最高値の推定結果が安定するまで暫定的に従来の基準で算出した。従来の基準

に従うと、2016年漁期の水準は高位、2012～2016年漁期の資源量の変化から動向は横ばい

と判断した（図9）。なお、震災後の最大値である2014年漁期の資源量推定値を3等分して

水準判断しても、高位水準・横ばい傾向と判断される。 
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（6）今後の加入量の見積もり 

 前述の通り、ヒラメ太平洋北部系群では、10年に1～2回程度の頻度で豊度の高い年級群

が発生する。加えて、親魚量と加入尾数の関係も不明瞭であり、親魚量が多いほど加入尾

数が増加する状況は観測された範囲では明瞭に認められなかった（図18）。また、近年は

親魚量の増加によって加入尾数が安定する傾向もみられている。そこで、今後の加入尾数

は、豊度の高い年級を含む過去10年間の平均加入尾数（雌：1,594千尾、雄2,008千尾）で

一定としてABCの算定および将来予測を行った。 

 

（7）種苗放流効果 

 ヒラメは東北海域における重要な漁獲対象種である。そのため、1990年代から各県にお

いて種苗放流が盛んに行われ、震災前の2010年の放流数は4,827千尾であった（表5）。し

かし、震災の影響によって2011年は746千尾に大きく減少し、その後の放流数は回復しつ

つあるものの、2016年の放流数は2,669千尾にとどまっている。 

 2004～2010年漁期において、各県の放流魚の混入率を漁獲量で重み付け平均して求めた

系群全体の混入率は、4.5～15.3%（平均10.0%）であり（表6）、天然魚の資源量が多い年

は混入率が低下し、天然魚の資源量が少ない年には混入率が高まる傾向があった。なお、 

年齢別混獲率を基に推定された1998年～2006年の福島県の添加効率は年変動が大きいもの

の、平均0.105であった（表7）。しかし、近年の混入率と添加効率は未確定である。 

種苗放流が与える加入尾数への影響について、北部海域においては、着底から漁獲加入

までに密度依存的な個体数調節作用が働く可能性が示唆されている（後藤 2006）。その

一方で、ヒラメ稚魚の放流場所における環境収容力（栗田 2006）は、北部（宮古湾、大

野湾）と南部（仙台湾）において余力があることも示唆されている（Yamashita et al. 

2017）。今後、放流効果の検討については、天然魚と放流魚の稚魚期から漁獲加入までの

相互作用に関する研究とデータ蓄積が必要である。なお、現状における種苗放流の資源管

理への影響に関する検討結果は補足資料4の通りである。 

 

5．2019年ABCの算定 

（1）資源評価のまとめ 

ヒラメ太平洋北部系群の資源量は、2010年級群の加入尾数が多かったことと、震災によ

る漁獲努力量の減少によって急増し、2013年以降は1万トン以上を維持していると推定さ

れた。漁獲割合は、2010年以前は40~53％で推移していたが、震災後は低下し、近年は震

災前の約半分の水準（23~27％）となっている。近年の漁獲割合は低く、2016年の資源量

は引き続き1万トン以上の高い値を維持していることから、資源水準は高位、2012年以降

の資源量の推移から動向は横ばいと判断した。 
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（2）ABCの算定 

 資源量の解析では漁期年（7月～翌年6月）を対象として計算しているため、2019年の

ABCも漁期年（2019年7月～2020年6月）を対象に算定した。再生産関係（図18）では、親

魚量と加入尾数の間に明瞭な関係は認められないことから、現状ではBlimitを定めていな

い。資源水準が「高位」、動向が「横ばい」であることから、ABC算定のための基本規則

1-3)-(1)を適用し、現状の資源を有効利用することを管理目標として、FlimitをFmax、

Ftargetを0.8×Flimitを管理基準に用い（図19、図20）、ABCを算定した。 

ABC対象年（2019年漁期）の資源量は、2017年漁期以降の1歳の加入尾数を一定値（雌

1,594千尾、雄2,008千尾）で与えるとともに、2017、2018年漁期のF値を2014～2016年漁期

の平均値（雌雄、年齢別）で漁獲されるとして予測した。予測された2019年の資源量を基

に、雌雄それぞれFlimit（Fmax）およびFtarget（0.8×Flimit）で漁獲した場合の漁獲量を算

出し、雌雄の合計値を2019年漁期のABCとして算出した。 

その結果、2019年漁期におけるヒラメ太平洋北部系群の資源量は1万8千トン、2019年漁

期のABClimitは2,800トン、ABCtargetは2,320トンとなった。 

 

 

Limitは、管理基準の下で許容される最大レベルの漁獲量である。Targetは、資源変動の可

能性やデータ誤差に起因する評価の不確実性を考慮し、管理基準の下でより安定的な資源

の増大または維持が期待される漁獲量である。現状のF値は2014～2016年漁期の雌雄各年

齢の平均値（0.35）である。2019年漁期は2019年7月～2020年6月である。ABCtarget = α 

ABClimitとし、係数αには標準値0.8を用いた。F値は雌雄各年齢の平均値である。ABCは

10トン未満を四捨五入した。 

 

  

管理基準 

Target 

/ 

Limit 

2019年漁期 

ABC 

（トン） 

漁獲 

割合 

（%） 

F値 

（現状の 

F値からの 

増減%） 

Fmax 

Target 2,320 22 
0.27 

（－22%） 

Limit 2,800 26 
0.34 

（－2%） 
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（3）ABCの評価 

震災前の2007～2009年のF値の平均（F2007-2009）、Fcurrent、F30%SPRは、それぞれ

0.70、0.35、0.29であり（雌雄の平均値）、各F値で漁獲した場合の将来予測（資源量と漁

獲量の変化）を下表および図21、図22に示した。将来予測の結果、0.8FmaxとF30%SPRで

漁獲した場合、資源量が増加することが期待されるのに対し、FmaxおよびFcurrentでは横

ばい、F2007-2009では資源量が減少すると予測された。現在資源が高水準であることから、

Fmaxを管理基準値として資源管理を行うことは妥当であると評価される。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述の通り、太平洋北部系群は岩手～青森県と宮城～茨城県の2つの群に分かれる可能

性が指摘されている。また、近年、漁獲量の変化が北部と南部では異なっていることに加

え、青森県と南部（宮城県、茨城県）における漁獲物の年齢組成は大きく異なっている

（栗田ほか2018）。そこで、海域による状況の違いが与える影響として、海域別（北部と

南部）に資源量を推定し、海域別に管理を行った場合の結果と比較した結果を補足資料5

に示した。 

 

  

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

0.8Fmax 0.27 2,717 2,737 2,316 2,469 2,575 2,650 2,697 2,725

F30％SPR 0.29 2,717 2,737 2,451 2,571 2,648 2,702 2,735 2,754

Fmax 0.34 2,717 2,737 2,797 2,809 2,804 2,800 2,796 2,794

Fcurrent 0.35 2,717 2,737 2,842 2,838 2,822 2,809 2,801 2,796

F2007-2009 0.70 2,717 2,737 4,824 3,592 2,988 2,713 2,600 2,558

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

0.8Fmax 0.27 10,526 10,619 10,762 11,418 11,870 12,192 12,398 12,519

F30％SPR 0.29 10,526 10,619 10,762 11,245 11,557 11,774 11,909 11,985

Fmax 0.34 10,526 10,619 10,762 10,805 10,786 10,768 10,755 10,747

Fcurrent 0.35 10,526 10,619 10,762 10,747 10,687 10,642 10,612 10,595

F2007-2009 0.70 10,526 10,619 10,762 8,215 6,954 6,378 6,143 6,054

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

0.8Fmax 0.27 7,171 7,479 7,621 8,246 8,698 9,021 9,227 9,347

F30％SPR 0.29 7,171 7,479 7,621 8,087 8,399 8,615 8,750 8,827

Fmax 0.34 7,171 7,479 7,621 7,681 7,661 7,643 7,630 7,622

Fcurrent 0.35 7,171 7,479 7,621 7,627 7,566 7,521 7,492 7,474

F2007-2009 0.70 7,171 7,479 7,621 5,310 4,049 3,474 3,238 3,150

親魚量（トン）

管理基準 F値
漁獲量（トン）

資源量（トン）
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（4）ABCの再評価 

昨年度評価以降追加されたデータセット 修正・更新された数値 

2016年漁期の雌雄・年齢別漁獲尾数 

2016年漁期のF（2007～2009年漁期の平均

値の0.44倍） 

雌雄・年齢別漁獲尾数 

1歳魚の加入尾数の平均値 

管理基準値（Fmax） 

2017年漁期の漁獲量は、前進計算による推定値である。 

 

2017、2018年漁期における推定資源量の2018年再評価値は、ともに前年推定値の60％程

度に減少した。これは、本年度の年齢別漁獲尾数の集計方法の見直しによって、前年度に

おける近年の漁獲尾数の推定値が1.2倍程度過大推定であったこと（補足資料2）、および

2016年漁期の漁獲量が当初の想定よりも少なく、資源量が下方修正されたことによる。 

 

6．ABC以外の管理方策の提言 

 ヒラメの資源管理においては、小型魚の漁獲をしないことが有効であり（太平洋北ブロ

ック資源管理型漁業推進協議会 1994）、各県では1990年代後半に全長30cm（一部地域で

は35cm）未満のヒラメの再放流を義務づけている。加入あたり漁獲量（YPR）解析によ

ると、漁獲圧を現状程度に維持した場合でも、漁獲開始年齢を引き上げることで漁獲量が

増大することが期待される（図20）。しかし、漁獲開始年齢の引き上げについては、混獲

された小型個体の再放流後の生残率が低いとの指摘もあり、適切な管理方策の策定にあた

っては、再放流した後の生残率に関する知見等の充実を図ることが重要である。 

 

  

評価対象年 

（当初・再評価） 

管理 

基準 

F値 

 

資源量 

（トン） 

ABClimit 

（トン） 

ABCtarget 

（トン） 

漁獲量 

（トン） 

（実際のF値） 

2017年漁期 

（当初） 
Fmax 0.31 13,170 3,110 2,570 － 

2017年漁期（2017年

再評価） 
Fmax 0.33 18,470 4,370 3,610 － 

2017年漁期（2018年

再評価） 
Fmax 0.34 10,530 2,740 2,270 

 2.717  

 （0.32）   

2018年漁期 

（当初） 
Fmax 0.33 16,390 3,940 3,250 － 

2018年漁期（2018年

再評価） 
Fmax 0.34 10,620 2,760 2,280 － 
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表1. ヒラメの県別漁獲量（トン、暦年） 「漁業養殖業生産統計年報」より 

年 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979
青森 598 599 905 1,573 1,292 730 1,205 1,026 1,252 962
岩手 87 87 100 138 110 105 92 71 54 61
宮城 92 80 101 126 86 68 81 77 63 103
福島 656 466 646 629 589 387 394 336 217 288
茨城 243 353 495 582 413 434 388 302 295 282
合計 1,676 1,585 2,247 3,048 2,490 1,724 2,160 1,812 1,881 1,696

年 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
青森 1,228 654 765 885 476 449 579 473 371 191
岩手 121 82 64 89 42 41 105 74 55 30
宮城 139 93 87 63 55 95 100 92 81 45
福島 472 264 88 78 79 438 487 297 196 147
茨城 264 271 245 115 129 215 453 403 229 210
合計 2,224 1,364 1,249 1,230 781 1,238 1,724 1,339 932 623

年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
青森 421 471 488 506 578 754 878 1,135 1,046 884
岩手 64 99 106 117 102 121 127 156 156 140
宮城 89 61 49 44 42 145 194 232 195 202
福島 150 115 163 116 117 375 536 700 544 525
茨城 255 133 170 155 134 248 323 451 336 339
合計 979 879 976 938 973 1,643 2,058 2,674 2,277 2,090

年 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
青森 1,480 1,020 764 639 456 546 702 1,022 773 653
岩手 139 150 171 120 70 96 142 201 146 177
宮城 201 195 250 220 120 136 276 320 271 339
福島 396 439 458 315 243 304 580 704 615 813
茨城 326 287 388 251 280 277 242 452 349 265
合計 2,542 2,091 2,031 1,545 1,169 1,359 1,942 2,699 2,154 2,247

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
青森 995 568 488 678 709 689 700 628
岩手 177 96 149 258 262 161 141 112
宮城 344 288 197 987 1,465 1,644 1,015 943
福島 734 78 0 0 0 0 51 328
茨城 380 505 336 702 566 614 446 426
合計 2,630 1,535 1,170 2,625 3,002 3,108 2,353 2,437  
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表2. ヒラメの漁業種類別漁獲量（トン、暦年） 「漁業養殖業生産統計年報」より

漁業種類 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
青 沖 底 1 3 3 4 7 4 11 10 23 22 30

小 底 104 111 113 107 14 22 46 63 7 16 7
森 刺 網 377 255 166 399 173 123 120 105 194 211 124

定置網 *        * 318 * 327 290 *        * * 326 320
県 その他 *        * 53 89 46 47 70 75 73 71 83

計 1,022 773 653 995 568 488 678 709 689 700 628
岩 沖 底 *        * *        * *        * *        * 1 1 2

小 底 *        * * 0 0        *        * 0 0 0 0
手 刺 網 110 61 80 68 27 43 63 72 28 38 28

定置網 78 77 85 92 66 100 184 176 118 88 58
県 その他 14 8 10 10 4 6 11 14 15 14 10

計 201 146 177 177 96 149 258 262 161 141 112
宮 沖 底 32 34 31 24 42 99 374 171 377 141 169

小 底 89 68 112 90 28 * 119 421 463 312 270
城 刺 網 173 131 164 188 119 48 390 702 655 485 440

定置網 25 34 26 40 96 34 101 168 148 76 43
県 その他 2 4 5 2 2 0 1 3 1 0 1

計 320 271 339 344 288 197 987 1,465 1,644 1,015 943
福 沖 底 246 166 325 216 33 0 0 0 0        *        *

小 底 137 85 133 105 25 0 0 0 0 7 56
島 刺 網 304 348 338 396 19 0 0 0 0 1 35

定置網 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
県 その他 17 16 17 16 1 0 0 0 0 9 37

計 704 615 813 734 78 0 0 0 0 51 328
茨 沖 底 *        * 22 59 77 47 93 138 255 168 112

小 底 225 159 97 117 164 151 269 180 208 168 166
城 刺 網 150 141 110 154 194 27 235 160 45 42 82

定置網 *        * 5 *        * *        * *        * *        *
県 その他 42 * 31 30 62 111 73 69 72 57 38

計 452 349 265 380 505 336 702 566 614 446 426
合 沖 底 307 220 381 *        * * 478 319 640 346        *

小 底 555 423 455 420 230 187 434 665 677 504 499
刺 網 1,114 936 858 1,206 533 241 809 1,029 923 777 709
定置網 578 469 434 531 *        * 744 819 690 552        *

計 その他 145 105 116 152 113 164 159 168 160 153 169
計 2,699 2,154 2,247 2,630 1,535 1,170 2,625 3,002 3,108 2,353 2,437

2017 年の漁獲量は統計情報部による暫定値。 
*は、秘匿情報を含むため不明であることを示す。
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漁期年 青森 岩手 宮城 福島 茨城 計 北部 南部

1990 492 88 96 136 177 988 580 409

1991 408 98 54 118 144 822 506 316

1992 447 103 50 146 166 912 550 362

1993 483 117 35 111 121 867 600 266

1994 484 107 56 147 186 980 591 389

1995 711 136 200 466 247 1,760 847 913

1996 761 112 221 719 453 2,267 874 1,393

1997 1,113 170 204 591 369 2,448 1,283 1,165

1998 816 156 227 578 360 2,138 972 1,165

1999 721 120 170 438 350 1,799 841 958

2000 1,343 145 198 392 272 2,351 1,488 863

2001 885 162 211 482 322 2,062 1,047 1,016

2002 846 166 236 387 339 1,975 1,013 963

2003 578 97 164 265 225 1,329 675 654

2004 360 64 115 260 292 1,091 424 667

2005 699 105 179 367 247 1,597 804 793

2006 819 166 366 800 431 2,582 985 1,597

2007 861 199 264 544 342 2,209 1,059 1,150

2008 788 141 302 734 305 2,270 929 1,341

2009 767 182 322 774 357 2,402 949 1,453

2010 825 145 268 485 434 2,156 969 1,187

2011 548 112 341 0 406 1,407 660 747

2012 590 170 367 0 576 1,703 760 942

2013 714 265 1,299 0 683 2,962 979 1,982

2014 640 248 1,541 0 563 2,992 888 2,104

2015 724 155 1,554 0 567 3,000 879 2,121

2016 686 130 923 242 405 2,387 816 1,571

表 3. ヒラメ太平洋北部系群の漁獲量（トン、漁期年集計） 

漁期年は、7 月~翌 6 月。 

北部は青森県と岩手県、南部は宮城県、福島県、茨城県。
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表 4. ヒラメ太平洋北部系群の資源解析結果 

 

 

 

  

漁期年
漁獲量
（トン）

資源量
（トン）

親魚量
（トン）

1歳魚
加入尾数
（千尾）

漁獲割合
（％）

再生産
成功率
(尾/kg)

1990 988 1,961 932 1,300 50.4 1.70

1991 822 1,904 810 1,582 43.2 1.77

1992 912 2,017 907 1,432 45.2 1.36

1993 867 1,902 939 1,233 45.6 2.52

1994 980 2,384 894 2,370 41.1 4.54

1995 1,760 3,777 1,203 4,057 46.6 3.87

1996 2,267 4,827 1,596 4,651 47.0 1.87

1997 2,448 4,681 2,092 2,980 52.3 1.55

1998 2,138 4,269 1,862 3,251 50.1 1.60

1999 1,799 4,021 1,752 2,974 44.7 2.14

2000 2,351 4,585 1,850 3,757 51.3 1.57

2001 2,062 4,160 1,737 2,912 49.6 1.34

2002 1,975 3,714 1,734 2,325 53.2 0.79

2003 1,329 2,746 1,413 1,366 48.4 1.26

2004 1,091 2,582 1,211 1,784 42.2 2.69

2005 1,597 3,458 1,259 3,254 46.2 5.36

2006 2,582 5,619 1,520 6,744 46.0 1.14

2007 2,209 4,697 2,461 1,736 47.0 2.38

2008 2,270 5,715 2,197 5,847 39.7 1.42

2009 2,402 5,974 3,028 3,116 40.2 0.61

2010 2,156 5,289 3,336 1,845 40.8 2.38

2011 1,407 7,595 3,015 7,950 18.5 0.69

2012 1,703 9,504 5,087 2,078 17.9 0.68

2013 2,962 11,230 8,760 3,457 26.4 0.35

2014 2,992 11,030 8,263 3,102 27.1 0.39

2015 3,000 10,953 8,301 3,223 27.4 0.44

2016 2,387 10,419 7,080 3,664 22.9

親魚量は3歳以上魚の雌と2歳以上魚の雄の重量。 

再生産成功率は、（翌年1歳加入尾数）/（親魚量）で計算した。 
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漁期年 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
混入率 13.6 15.3 9.9 6.6 12.0 8.3 4.5

年齢・年級 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

1歳 0.142 0.104 0.418 0.317 0.363 0.223 0.204 0.055 0.239

2歳 0.062 0.038 0.167 0.143 0.300 0.147 0.107 0.041 0.123

3歳以上 0.058 0.064 0.098 0.115 0.094 0.071 0.076 0.037

添加効率 0.055 0.051 0.220 0.114 0.090 0.158 0.119 0.110 0.025

添加効率の平均 0.105

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6. 太平洋北部系群の混入率(%) 

 

 

 

 

表 7. 福島県で水揚げされたヒラメより算出した添加効率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 5. ヒラメの種苗放流実績（千尾、暦年） 

「栽培漁業・海面養殖用種苗の生産・入手・放流実績（全国）」より。 

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

青森県 1,040 1,035 929 940 868 712 995 615 312 326 622

岩手県 1,113 1,210 1,282 1,518 1,472 0 252 192 0 501 1,138

宮城県 290 220 268 440 639 30 203 220 20 170 200

福島県 1,040 1,040 1,040 1,022 1,030 0 100 100 100 100 100

茨城県 973 805 962 1,001 818 4 117 417 280 234 609

計 4,456 4,310 4,481 4,921 4,827 746 1,667 1,544 712 1,331 2,669
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補足資料 1 資源評価の流れ 

 

 

            

 

 

            

 

 

 

 

 

            

                           

      

                           

 

                  

 

          

                

 

 

 

 

 

 
 

  

2019年漁期のABC算定 

2016年漁期までの雌雄・

年齢別資源尾数、漁獲係

数と親魚量の推定 

VPAによる資源量推定（具体的な方法は補足資料2）、 

＊自然死亡係数Mを雄で0.25、雌で0.208と仮定 

＊2016年漁期のFは漁船稼働率から2007～2009年平均の0.44倍 

2019年漁期への前進計算  

Fは2014～2016年の雌雄・年齢別平均値で計算 

2019年漁期までの年齢別資

源尾数・資源量 

2017年漁期以降の加入量の仮定 

（過去10年間の平均値で一定） 

2016年漁期までの雌雄・年

齢別漁獲尾数 
雌雄・年齢別漁獲尾数については補足資料2 

生物学的管理基準値 

Fmax＝0.34、F30%SPR=0.29 

生物学的管理基準値（Fmax）による2019年漁期の推定

漁獲量としてABCを計算 

2019年漁期は2019年7月～2020年6月 
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補足資料2 資源計算方法 

  産卵盛期が6～8月で、年齢起算日を7月1日としていること、漁獲加入がほぼ満1歳の9月

頃から開始することから、7月～翌年6月を漁期年として漁期年単位で性別年齢別尾数を集

計した。 資源量計算に用いた雌雄・年齢別漁獲尾数およびVPAによる計算結果を補足表

2-1に示した。 

 

1．年齢別漁獲尾数 

平成24（2012）年度（2010年漁期）までは福島県の全長組成データを雌雄別age-length 

keyによって得られた雌雄・年齢別漁獲尾数を用いて資源量を計算していた。しかし、東

日本大震災の影響で、2011年3月以降福島県の水揚げがない状況が続いた。そのため、平

成25（2013）年度からは、2006年漁期以降の宮城県と茨城県で水揚げされたヒラメの耳石

による年齢査定結果を基に全長別（1cm間隔）の雌雄・年齢比率を求め、宮城県と茨城県

で水揚げされたヒラメの全長組成から雌雄・年齢別の漁獲尾数を算出した。なお、全長組

成および全長（1cm間隔）と雌雄・年齢比率の関係は、漁期年の前半（7～12月）と後半

（1～6月）に分けて集計した。 

前年度は南部海域の年齢別漁獲尾数を定数倍（1.54倍）して、系群全体の資源量を推定

した（栗田ほか2018）。しかし、資源量計算に用いた年齢別漁獲尾数の漁獲量と統計値の

漁獲量が異なっていたため、漁獲量（統計値）／推定資源量で計算される漁獲割合が年に

よって非常に高い値となる場合もあった。そこで本年度は、資源量計算に用いる雌雄・年

齢別漁獲尾数に雌雄・年齢別の体重を乗じた合計値が表4に示す漁期年の漁獲量の合計値

と同じになるように年齢別漁獲尾数を補正し、系群全体の資源量を推定した。 

 

2．VPA 

 雌雄・年齢別漁獲尾数を基に、下記の方法で資源量を推定した。まず、雌雄別にy年a歳

の資源尾数（Na,y）を、以下のPope（1972）の近似式を用いて算出した。 

 

 

Ca,yはy年a歳の漁獲尾数、Mは自然死亡係数である。自然死亡係数（M）は、寿命を雌雄

それぞれ12歳、10歳として、2.5／寿命（田中 1960）から雌雄それぞれ0.208、0.250とし

た。また、y年a歳の漁獲係数（Fa,y）は、 
 

 

とした。 

y年4歳およびy年5+歳の資源尾数（N4,yおよびN5+,y）は、それぞれ以下の通りに算出した。 

 

 

 

 

また、最近年のa歳の資源尾数（Na,term）と漁獲係数（Fa,term）を 

 

)2/exp()exp( ,1,1, MCMNN yayaya  

)2/exp()exp()}/({ ,41,5,5,4,4,4 MCMNCCCN yyyyyy  

yyyy NCCN ,4,4,5,5 )/(  

}/)2/exp(1ln{ ,,, yayaya NMCF 
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により求めた。ここで、係数Xには、2016漁期年における宮城～茨城県の努力量の2007～

2009漁期年の努力量に対する割合（0.440）を用いた（栗田ほか2018）。 

最後に、

termterm FF ,4,5 

となるようなF5+,termを探索的に求め、雌雄・年齢別の資源尾数を推定した。 

なお、本推定方法では、漁期年の中間に一斉に漁獲されると仮定していることから、漁

期年の中間時（1.5歳、2.5歳、3.5歳、4.5歳等）の雌雄の体重を本文に掲載した成長式およ

び全長－体重関係式から下表のように推定した。資源量はVPAで求めた年齢別資源尾数に

雌雄・年齢別体重をかけた後、全年齢の値を加算して推定した。

資源量計算に用いたヒラメの雌雄・年齢別体重（g） 
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7
2,

13
2

49
6

87
1

74
1

97
4

1,
06

1
2

38
8

31
2

40
5

37
0

35
9

60
6

97
4

1,
14

2
82

3
81

8
91

2
1,

00
4

83
9

63
9

46
1

54
7

73
1

1,
36

1
73

7
1,

43
5

1,
04

9
65

5
3,

40
8

77
9

1,
26

0
1,

03
1

1,
51

0
3

27
9

21
9

23
3

28
5

19
3

21
5

41
6

67
4

51
9

48
0

48
0

47
8

56
4

43
0

37
5

42
4

53
2

67
4

69
6

63
0

94
4

83
3

61
3

3,
62

3
82

3
1,

20
6

86
4

4
12

9
14

8
12

1
13

3
10

4
74

11
4

23
6

24
9

25
0

20
2

16
9

19
3

27
7

29
0

29
1

35
5

39
4

49
0

38
9

52
8

68
0

71
4

59
5

2,
84

7
70

6
89

1
5+

17
0

17
6

20
6

21
0

16
2

11
7

14
3

18
3

24
4

27
6

32
8

23
6

22
7

22
1

28
2

33
6

33
7

41
7

41
5

40
6

46
0

61
3

90
3

1,
39

0
1,

29
3

3,
11

8
2,

36
9

合
計

1,
30

9
1,

28
3

1,
34

1
1,

27
1

1,
31

0
1,

96
8

2,
74

6
2,

94
5

2,
62

7
2,

55
6

2,
81

2
2,

59
8

2,
42

6
2,

00
5

1,
99

8
2,

64
0

3,
90

9
3,

37
8

3,
51

0
3,

59
3

3,
44

7
4,

91
3

6,
13

4
7,

25
7

6,
96

2
7,

03
5

6,
69

5
親

魚
量

57
7

54
3

56
0

62
8

45
9

40
6

67
3

1,
09

3
1,

01
3

1,
00

5
1,

01
0

88
3

98
4

92
8

94
8

1,
05

1
1,

22
3

1,
48

5
1,

60
1

1,
42

5
1,

93
1

2,
12

6
2,

23
0

5,
60

8
4,

96
2

5,
03

0
4,

12
4

補
足

表
2-

1.
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 年
齢
別

漁
獲
尾

数
（
千
尾

）（
雄
）

年
齢
/
漁
期

年
19

90
19

91
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16

1
36

2
38

4
37

0
16

3
38

0
1,

03
6

1,
28

8
58

5
82

0
52

9
93

3
60

6
60

7
29

4
49

3
1,

00
2

1,
69

0
33

6
1,

17
0

53
0

36
7

33
1

85
18

8
23

2
18

6
30

9
2

25
6

15
3

23
8

19
9

28
3

61
7

70
6

76
9

65
1

54
6

64
8

69
0

59
5

35
5

15
1

87
15

5
73

4
22

9
1,

14
4

59
8

18
7

66
3

26
4

34
8

32
2

40
0

3
26

14
25

22
28

61
66

83
64

56
65

70
61

49
23

5
12

12
16

7
15

29
4

90
46

53
0

14
0

24
2

18
4

4
2

2
2

3
2

1
4

9
5

6
7

5
7

7
6

5
8

10
15

9
12

40
20

32
32

4
73

85
5+

2
3

4
5

3
2

2
7

8
7

11
5

8
4

4
4

5
6

9
5

6
7

16
27

44
15

4
80

合
計

64
8

55
6

63
9

39
2

69
6

1,
71

6
2,

06
6

1,
45

4
1,

54
8

1,
14

4
1,

66
2

1,
37

5
1,

27
9

70
9

67
6

1,
10

4
1,

86
9

1,
09

8
1,

59
0

1,
70

3
1,

27
8

65
6

83
0

1,
04

1
1,

08
8

97
6

1,
05

8
漁

獲
重

量
（

t ）
38

5
30

4
37

7
26

1
41

7
97

9
1,

16
5

95
7

93
9

72
7

99
4

87
7

80
8

47
0

36
7

51
3

86
7

74
1

90
6

1,
13

1
98

4
46

9
66

1
1,

01
2

1,
15

4
1,

08
6

97
5

年
齢
別

漁
獲
係

数
（
雄
）

年
齢
/
漁
期

年
19

90
19

91
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16

1
0

87
0

73
0

77
0

28
0

33
0

67
0

76
0

48
0

68
0

43
0

65
0

53
0

77
0

80
1

33
1

54
0

85
0

63
0

43
0

39
0

51
0

09
0

08
0

12
0

16
0

15
0

21
2

2
15

1
40

1
97

1
64

1
26

1
75

1
83

2
06

2
07

1
82

1
92

2
04

2
08

2
07

1
64

0
99

1
31

1
37

1
48

1
11

1
21

0
58

0
29

0
42

0
35

0
36

0
58

3
1

18
0

77
1

02
1

26
1

44
1

21
1

07
1

59
1

31
1

46
1

55
1

68
1

44
1

34
0

87
0

20
0

36
0

31
1

96
0

33
1

10
0

61
0

28
0

42
0

44
0

46
0

38
4

0
20

0
23

0
28

0
39

0
27

0
15

0
20

0
42

0
38

0
39

0
69

0
41

0
88

0
65

0
54

0
51

0
54

0
64

0
91

0
54

0
54

0
44

0
28

0
35

0
52

0
46

0
31

5+
0

20
0

23
0

28
0

39
0

27
0

15
0

20
0

42
0

38
0

39
0

69
0

41
0

88
0

65
0

54
0

51
0

54
0

64
0

91
0

54
0

54
0

44
0

28
0

35
0

52
0

46
0

31
平

均
0

92
0

67
0

86
0

79
0

72
0

79
0

81
0

99
0

97
0

90
1

10
1

01
1

21
1

10
0

98
0

75
0

72
0

72
1

14
0

58
0

78
0

43
0

24
0

33
0

40
0

38
0

36

年
齢
別

資
源
尾

数
（
千
尾

）（
雄
）

年
齢
/
漁
期

年
19

90
19

91
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16

1
70

4
83

8
77

8
75

9
1,

51
5

2,
39

8
2,

74
3

1,
74

7
1,

87
8

1,
70

3
2,

21
1

1,
67

7
1,

27
8

60
5

76
0

1,
44

4
3,

34
7

81
2

3,
81

2
1,

84
2

1,
03

4
4,

24
7

1,
21

6
1,

94
4

1,
81

5
1,

53
2

1,
82

1
2

32
8

22
9

31
4

28
0

44
7

84
5

95
3

1,
00

0
84

4
73

9
86

0
89

9
77

1
46

0
21

2
15

7
24

0
1,

11
5

33
6

1,
93

6
96

6
48

2
3,

01
5

87
2

1,
34

8
1,

20
8

1,
02

9
3

42
30

44
34

42
98

11
4

11
9

10
0

83
94

98
91

75
45

32
45

50
22

1
60

49
9

22
5

21
0

1,
76

3
44

6
74

3
65

7
4

13
10

11
12

8
8

23
30

19
21

15
16

14
17

15
15

20
25

29
24

33
12

9
95

12
3

90
5

22
4

36
5

5+
15

18
18

17
15

14
14

24
28

25
24

15
16

10
11

12
13

15
16

14
17

23
77

10
2

12
3

47
6

34
5

合
計

1,
10

3
1,

12
6

1,
16

4
1,

10
2

2,
02

7
3,

36
2

3,
84

7
2,

92
0

2,
86

8
2,

57
0

3,
20

4
2,

70
5

2,
17

1
1,

16
6

1,
04

3
1,

65
9

3,
66

5
2,

01
7

4,
41

3
3,

87
6

2,
55

0
5,

10
6

4,
61

3
4,

80
4

4,
63

7
4,

18
3

4,
21

8

年
齢
別

資
源
量

（ト
ン
）（
雄

）

年
齢
/
漁
期

年
19

90
19

91
19

92
19

93
19

94
19

95
19

96
19

97
19

98
19

99
20

00
20

01
20

02
20

03
20

04
20

05
20

06
20

07
20

08
20

09
20

10
20

11
20

12
20

13
20

14
20

15
20

16

1
29

7
35

4
32

9
32

0
64

0
1,

01
2

1,
15

8
73

7
79

3
71

9
93

3
70

8
53

9
25

5
32

1
60

9
1,

41
3

34
3

1,
60

9
77

8
43

7
1,

79
3

51
3

82
1

76
6

64
7

76
9

2
24

8
17

3
23

7
21

1
33

7
63

8
71

9
75

5
63

7
55

7
64

9
67

8
58

2
34

7
16

0
11

8
18

1
84

2
25

4
1,

46
2

72
9

36
4

2,
27

6
65

8
1,

01
8

91
2

77
7

3
49

35
51

40
49

11
5

13
2

13
8

11
6

97
10

9
11

4
10

6
88

53
37

53
58

25
7

69
58

0
26

2
24

4
2,

05
2

51
9

86
5

76
5

4
22

16
17

20
12

13
37

49
31

34
24

25
23

27
25

24
33

40
47

39
54

21
0

15
5

20
0

1,
47

2
36

4
59

5
5+

36
43

42
40

36
32

34
56

65
59

57
36

38
23

26
28

30
35

38
33

41
54

18
2

24
1

29
2

1,
13

0
81

9
合

計
65

2
62

1
67

6
63

1
1,

07
5

1,
80

9
2,

08
1

1,
73

6
1,

64
2

1,
46

6
1,

77
3

1,
56

2
1,

28
9

74
1

58
4

81
7

1,
70

9
1,

31
8

2,
20

5
2,

38
1

1,
84

2
2,

68
2

3,
37

0
3,

97
3

4,
06

7
3,

91
8

3,
72

4
親

魚
量

35
5

26
7

34
7

31
1

43
5

79
7

92
3

99
9

84
9

74
7

84
0

85
4

74
9

48
5

26
3

20
8

29
7

97
6

59
6

1,
60

4
1,

40
5

89
0

2,
85

7
3,

15
2

3,
30

1
3,

27
1

2,
95

6

補
足

表
2-

1.
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 年
齢

別
漁

獲
尾

数
（
千

尾
）
（
計
）

年
齢

/
漁

期
年

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

1
62

0
69

2
62

8
27

0
60

8
1,

66
1

1,
98

8
96

2
1,

32
7

85
9

1,
42

9
97

0
97

9
56

9
92

7
1,

98
1

3,
53

5
51

0
1,

72
3

74
1

51
2

62
5

16
7

42
6

47
1

36
2

49
2

2
42

2
25

6
38

2
36

6
43

0
83

7
1,

05
8

1,
32

4
99

5
88

7
1,

05
8

1,
12

1
97

7
62

0
26

1
20

4
33

0
1,

35
5

43
2

1,
68

8
92

0
34

0
1,

22
8

39
6

62
7

61
5

70
3

3
92

64
76

10
6

84
11

2
15

9
28

2
19

7
18

9
20

9
20

5
20

3
12

9
79

59
98

12
4

32
5

95
45

3
19

0
94

1,
05

7
23

8
43

7
26

1
4

17
17

14
23

18
6

13
39

38
33

38
26

34
44

41
44

50
67

96
57

73
10

3
47

85
57

9
13

4
15

3
5+

16
16

17
26

20
7

10
23

29
27

45
24

29
24

27
34

31
46

54
39

42
45

39
10

8
12

2
33

7
20

1
合

計
1,

16
8

1,
04

6
1,

11
8

79
1

1,
16

1
2,

62
3

3,
22

8
2,

63
0

2,
58

6
1,

99
6

2,
77

9
2,

34
6

2,
22

3
1,

38
5

1,
33

6
2,

32
3

4,
04

4
2,

10
2

2,
63

0
2,

62
0

2,
00

1
1,

30
3

1,
57

5
2,

07
1

2,
03

6
1,

88
5

1,
81

0
漁

獲
重

量
（

t ）
98

8
82

2
91

2
86

7
98

0
1,

76
0

2,
26

7
2,

44
8

2,
13

8
1,

79
9

2,
35

1
2,

06
2

1,
97

5
1,

32
9

1,
09

1
1,

59
7

2,
58

2
2,

20
9

2,
27

0
2,

40
2

2,
15

6
1,

40
7

1,
70

3
2,

96
2

2,
99

2
3,

00
0

2,
38

7

年
齢

別
漁

獲
係

数
（
雌

雄
平

均
）

年
齢

/
漁

期
年

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

1
1

53
1

35
1

35
0

57
0

69
1

21
1

28
0

89
1

21
0

77
1

09
0

92
1

27
1

31
1

96
2

46
1

77
0

87
0

79
0

60
0

74
0

18
0

19
0

31
0

39
0

27
0

33
2

3
04

2
02

2
64

2
61

2
10

2
45

2
52

3
16

2
93

2
67

2
89

2
94

3
07

2
92

2
04

1
34

1
71

2
36

1
96

1
85

1
76

0
97

0
55

0
69

0
71

0
86

0
90

3
1

99
1

54
1

75
2

44
2

57
2

02
1

81
2

75
2

22
2

50
2

77
2

76
2

33
1

91
1

30
0

56
0

83
0

81
2

72
0

68
1

60
0

94
0

49
0

83
0

77
0

94
0

62
4

0
71

0
67

0
68

1
11

1
06

0
41

0
53

1
00

0
98

0
86

1
46

0
97

1
52

1
25

1
09

1
13

1
07

1
32

1
74

1
09

1
05

0
82

0
42

0
71

0
89

0
81

0
61

5+
0

71
0

67
0

68
1

11
1

06
0

41
0

53
1

00
0

98
0

86
1

46
0

97
1

52
1

25
1

09
1

13
1

07
1

32
1

74
1

09
1

05
0

82
0

42
0

71
0

89
0

81
0

61
平

均
1

60
1

25
1

42
1

57
1

49
1

30
1

33
1

76
1

66
1

53
1

93
1

71
1

94
1

73
1

50
1

32
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補足表 4-1. 太平洋北部海域におけるヒラメの種苗放流尾数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、種苗放流数が減少、資源尾数が増加した近年においては種苗放流由来

の加入尾数は5%未満（添加効率0.10の場合）であり、種苗放流による資源への貢献は少

ないと判断される。しかし、2003年と2004年では加入尾数に占める放流魚の比率が20%

以上（添加効率0.10の場合）であり、天然魚の加入尾数が少ない時期には、放流種苗に

よって全体の加入尾数を増加させ、資源量と漁獲量の安定化に貢献したと考えられる。 

 

2. 種苗放流と漁獲死亡（F値）による管理効果の比較 

  次に、放流尾数と漁獲死亡（F値）、および漁獲開始サイズの増減が漁獲量におよぼす

影響を以下に検討した。ただし、本解析は震災前のパラメータを用いて行った結果である。 

2010年漁期の太平洋北部系群の資源尾数、漁獲尾数、F値、放流尾数を初期値とし、2年

後以降のF値および放流尾数を継続して変化させたときの7年後の漁獲量を前進法により推

定した。解析には雌のみの値を用いた。F値は0.2～0.8、放流尾数は0～1,000万尾の間で変

化させた。また、同様の方法で、漁獲開始サイズを30～48cm、放流尾数を0～600万尾で

継続して変化させ、7年後の資源量と漁獲量を推定した。再生産成功率（尾/kg）として1.4

を、添加効率として0.05を与えた。解析方法の詳細は、亘（2014）に準じた。その結果、

年 青森県 岩手県 宮城県 福島県 茨城県 計

1990 839 571 265 394 238 2,307
1991 1,500 499 382 429 171 2,981
1992 1,459 398 325 428 264 2,874
1993 1,291 461 328 327 410 2,817
1994 1,573 335 787 387 774 3,856
1995 1,335 287 839 436 254 3,151
1996 1,194 41 551 1,015 631 3,432
1997 1,172 94 487 1,184 584 3,521
1998 1,106 75 709 1,150 820 3,860
1999 1,163 239 924 1,015 1,428 4,769
2000 979 701 1,155 1,050 1,358 5,243
2001 1,080 1,158 1,119 1,034 1,056 5,447
2002 1,018 1,204 1,028 1,054 785 5,089
2003 902 1,335 1,116 439 850 4,642
2004 303 1,353 899 1,120 984 4,659
2005 1,305 1,235 605 1,056 653 4,854
2006 1,040 1,113 290 1,040 973 4,456
2007 1,035 1,210 220 1,040 805 4,310
2008 929 1,282 268 1,040 962 4,481
2009 940 1,518 440 1,022 1,001 4,921
2010 868 1,472 639 1,030 818 4,827
2011 712 0 30 0 4 746
2012 995 252 203 100 117 1,667
2013 615 192 220 100 417 1,544
2014 312 0 20 100 280 712
2015 326 501 170 100 234 1,331
2016 622 1,138 200 100 609 2,669
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補足資料 5 海域による漁獲状況の違いが資源評価に与える影響 

 

1. 背景 

ヒラメ太平洋北部系群では、青森県から茨城県が対象海域となっている。しかし、北部

（青森県と岩手県）と南部（宮城県・福島県・茨城県）における漁獲物の年齢組成が異な

ることは以前より指摘されており、H17年度の資源評価報告書の補足資料1には、南部

（福島県）と北部（青森県）を分けてコホート解析を行うことは意味があると思われる

（栗田ほか2006）、と記述されている。しかし、北部海域おいては、南部と比較して年齢

別漁獲尾数の推定精度が低いことから、青森県の銘柄別漁獲量を基に推定した資源量が参

考値として示されているものの（栗田ほか2018）、資源評価に直接用いられてない。 

一方、南部海域においては2010年に豊度の高い加入群が発生したこと、震災による漁獲

努力量が減少したことによって若齢魚が多く生き残り、2013年以降は資源に占める高齢魚

の比率が高くなっている。しかし、青森県のデータを用いた解析結果では、近年も高齢魚

の比率は低い状況である（栗田ほか2018）。さらに、北部と南部では震災後の漁獲努力量

の回復率も異なっているため、VPAによる直近年のFの仮定も異なる（栗田ほか2018）。

そこで、海域による状況の違いが与える影響について、資源評価で採用した方法（南部に

おける雌雄・年齢別漁獲量を全体に引き延ばして資源量を推定）による結果と、南部と北

部の年齢別漁獲尾数を基に海域別に資源量を推定した結果を比較して検討した。 

 

2. 海域別の資源量推定方法 

(1) 北部（青森県と岩手県）の年齢別漁獲尾数 

北部の雌雄・年齢別漁獲尾数には、青森県八戸港に水揚げされたヒラメの水揚げデータ

を用いた。基本的に八戸港の水揚げデータは、沖合底びき網と小型底びき網漁業では銘柄

（1箱の入り尾数）で、刺し網・定置網・その他の漁業は重量で記録されている。前者は

性別age-銘柄 keyで、後者は性別age-weight keyでそれぞれ漁獲物を年齢分解した。ヒラメ

の成長を考慮し、性別age-銘柄 keyは1～3月、4～6月、9～12月（7、8月は休漁）の3期に

分けて作成し、性別age-weight keyは1～6月、7～12月の2期に分けて作成した。なお、北部

の雌雄・年齢別漁獲尾数はデータが整備されている1998年以降を対象として推定した。 

北部の雌雄・年齢別漁獲尾数（組成）は、栗田ほか（2018）の方法を用いた。ただし、

雌雄・年齢別漁獲尾数に雌雄・年齢別の体重（補足表5-1）を乗じた合計値が表4に示す北

部の漁期年の漁獲量の合計値と同じ値になるように年齢別漁獲尾数を補正した。なお、年

齢分解は4歳以上をプラスグループとして取り扱った。 

 

補足表 5-1. 北部の資源量計算に用いたヒラメの雌雄・年齢別体重（g） 

 

 

 

 

 

年齢 北部雌 北部雄

1 377 321
2 685 541
3 1,083 783

4+ 1,834 1,144
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(2) 南部（宮城県、福島県、茨城県）の年齢別漁獲尾数 

系群全体の資源評価に用いた南部の雌雄・年齢別漁獲尾数を用いて雌雄・年齢別の体重

を乗じた合計値が、表4に示す南部の漁期年の漁獲量の合計値と同じ値になるように年齢

別漁獲尾数を補正して用いた。 

 

(3) VPA 

 補足資料2の方法で資源量を推定した。なお、最近年の漁獲係数（F値）について、南部

では2016漁期年における宮城～茨城県の努力量の2007～2009漁期年の努力量に対する割合

（0.440）を与えた。しかし、北部ではかなり回復（2005～2009年の0.93倍）していること

から（栗田ほか2018）、直近年の漁獲係数は震災前の努力量比ではなく、2013～2015年の

平均値と同じになるように与えた。なお、北部の1990～1997年の資源量は、南部の推定資

源量に各年の南部と北部の漁獲量比率を乗じて推定した。 

 

(3) 将来予測 

ABCの算定と同様に2019年漁期までの資源量は、2017年漁期以降の加入尾数を一定値

（北部：雌1,345千尾、雄779千尾、南部：雌1,030千尾、雄1,274千尾）で与えるとともに、

2017、2018年漁期のF値を2014～2016年漁期の平均値（雌雄、年齢別）で漁獲されるとし

て予測した。予測された2019年の資源量を基に、その後は、両海域ともFlimit（Fmax=0.34）

とFtarget（0.8Fmax=0.27）の他、震災前の2007～2009年のFの平均値（F2007-2009=0.70）

Fcurrent（=0.35）、F30%SPR（=0.29）で漁獲した場合の将来予測（資源量と漁獲量）を

行い、全体で資源評価、将来予測した場合との違いについて調べた。 

 

3. 結果 

1998年以降は、ほとんどの年において、海域別に推定した資源量の合計値が、全体とし

て推定した資源量を下回った（補足図5-1、補足図5-2）。特に、資源量が増加した近年に

おいて南部と北部の差が大きくなり、2016年の推定値では、全体として推定した資源量が、

海域区分して推定した資源量よりも約2,000トン多くなった（補足図5-3）。 

 将来予測においては、北部と南部では漁獲係数の現状が異なることから、同じF値にお

いても将来予測が異なり、F2007-2009で漁獲した場合では、南部では大きく減少するのに

対し、北部ではほぼ横ばいで推移した。また、Fmaxでは、南部ではほぼ横ばいに推移す

るのに対し、北部では資源量が大きく増加すると予測された（補足図5-4）。 

 資源量推定結果が大きく異なった理由として、直近年のF値の仮定が異なる影響が大き

い他、海域による漁獲物の年齢組成の違いも影響していると推察される。ここで、漁獲物

の年齢組成が海域によって大きく異なっているのは、南部海域と北部海域では漁獲圧が異

なることに加えて、海域間における群の交流が小さいことが要因と考えられる。したがっ

て、群の交流状況を標識放流調査の結果等を用いて太平洋北部海域における資源評価・管

理単位を再整理・確認することが要望される。  
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